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家庭や工場からの下水は、「流域関連公共下水道管」を通って流域
下水道幹線に入り処理場へと流入してきます。そして、きれいな水に処
理されて、川や海へと放流されます。
　神奈川県では、相模川、酒匂川の水質を守るために流域下水道事業
が進められています。

■公共下水道

■除害施設

■水処理

❶ マンホール
　下水管の点検や清掃をするための入口
です。

❷ 除害施設
　工場、事業場排水の中には、下水管を
つまらせたり、下水処理に悪影響を与え
るものがあるので、そのような有害物質
を取り除きます。

❸ 沈砂池
　下水管から流入してきた下水に含まれ
る大きなゴミや土砂などを取り除き、ポ
ンプのつまりや磨耗を防ぎます。

❹ ポンプ室
　地下深く流れてきた下水を水処理施設
に送るため、必要な高さまでくみ上げま
す。

❺ 最初沈殿池
　沈砂池からの下水をさらにゆっくり流して、
細かい汚れを沈殿させ、水面に浮かんだスカ
ム（油や野菜くず）を取り除きます。これで
水はかなりきれいになります。沈殿した汚泥
は汚泥濃縮設備へ送られます。

❻ 反応タンク
さらに水をきれいにするため、活性汚泥
という微生物の混ざった泥を加えて、反応タ
ンクの底から空気を送り込みます。微生物
は下水の汚れを食べて繁殖し、綿のような
かたまりとなって沈みやすくなります。

流域下水道のしくみ

❹



反応タンクの中にいる微生物

マクロビオツス（くまむし） ボルティケラ（つりがねむし）

■管　理 ■汚泥処理

❽ 消毒施設
　きれいになった水を消毒します。

❾ 放流口
　きれいに処理され、消毒された水が、
いよいよ川や海へ放流されます。

10 汚泥濃縮設備
　最初沈殿池や最終沈殿池で底に沈んだ
汚泥が集められ、濃縮し水分を減らしま
す。

11 汚泥脱水設備
　濃縮された汚泥に薬品が加えられて、
さらに水分がしぼりとられ、固形物とな
ります。この脱水された汚泥を脱水汚泥
といいます。

12 汚泥焼却炉
　有機物を含んだ脱水汚泥をこの焼却炉
で燃やすと灰になり、減量されます。

13 水質試験室
　ここでは、法令で定められた基準に適合
しているかを検査する水質試験が行われま
す。

14 中央監視室
　下水量や汚泥量の変化に応じて適切な
処理ができるように、常時処理施設の運
転状況を監視しています。

❼ 最終沈殿池
　最終沈殿池で水をゆっくり流すと、綿のようなかたまりと
なった活性汚泥が、水の底に沈み、水はすっかりきれいにな
ります。沈んだかたまりは反応タンクへもどされ、ふたたび
下水の浄化に利用されます。なお、汚れを食べて増えた活
性汚泥は余剰汚泥といい、汚泥濃縮設備へ送られます。
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